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元 来 、 農 地 に 散 布 され た 過 rllな肥 料 成 分 は 、 降 雨 に よ り作 土 層 外 へ と流 出 す

る。 し か し、 近 年 急 速 に 発 達 した 施 設 栽 培 で は 、 降 雨 の 影 響 が な い た め 、 過 剰

な 肥 料 成 分 は 土 壌 中 に 蓄 積 され る傾 向 に あ る。 そ の 結 果 、 農 作 物 へ の 生 理 障 害

が 生 じ、 大 き な 問 題 と な っ て い る。 これ を 回 避 す る た め 、 通 常 多 灌 水 に よ る 除

塩 (リ ー チ ン グ )が 行 れ る が 、 現 在 、 除 塩 に 必 要 な 水 量 の 基 準 は 制 定 され て い

な い 。 そ こ で 本 研 究 で は 、 土 壌 カ ラ ム を 用 い 、 除 塩 に 必 要 な 濯 概 水 量 の 算 定 お

よ び そ の 濯 漑 方 法 に つ い て 検 討 し、 そ の 効 果 を 明 確 に す る こ と を 目的 とす る 。

実 験 用 カ ラ ム に は ア ル リル 円 筒 (高 さ 2.5c″?,内径 5c″?)を 用 い 、そ れ を 高 さ メθc初

ま で 積 み 上 げ 、 大 学 構 内 の 圃 場 か ら採 土 した 土 壌 を 高 さ jc〃?(メ2竹 )ま で 詰 め る。

そ の 上 部 か ら j倍 に 希 釈 した 市 販 の 液 肥 を 5θ初′(水 深 換 算 :25初,,7 )注 入 し、 F

週 間 放 置 した 物 を 塩 類 集 積 土 壌 とす る。 ま た 、 除 塩 濯 漑 に は マ リオ ッ ト管 を 用

い 、 全 て 一 定 の 耀 漑 強 度 と し た 。 除 塩 に 用 い る 雄 概 水 量 は 、

イθ,bθ,』θ,ノθθ,2θθ,」θθ,jθθ,7θθ″′(2θ,Jα死朽θ,メθt tjθ,2jθ,J5働″″)の Jパ タ ー ン 、 雄 滋 方 法 は 、

連 続 瀧 漑 と 問 断 離 概 の 2種 類 とす る。 測 定 項 目 は 、 窒 素 (硝 酸 態 、 ア ン モ ニ ア

態 窒 兼 )、 リ ン (有 効 態 リ ン 酸 )、 カ リ (水 溶 性 カ リ)の 肥 料う分 J大 要 素 お よ

び EC、 メガ の j項 目 で あ る。

実 験 の 結 果 、 連 続 灘 漑 で は 濯 漑 水 量 プθθ′″〃7、 間 断 耀 漑 で は 、 お よ そ 半 量 の 雄

漑 水 量 5働脚 で 塩 類 集 積 の 目安 と な る どCが 適 正 範 囲 内 ま で 減 少 した 。以 上 よ り、

連 続 灘 湖 と 比 べ 問 断 瀧 漑 が よ り効 率 的 な 滋 漑 方 法 で あ る とい え る。 こ れ を
一 般

の 岡 場 に 適 用 す る た め 、 雄 水 量 を 水 深 換 算 し、 そ の 値 を 土 壌 の 深 さ で 除 した 相

対 精 教 (`れ依 )で 表 す と 、 連 続 押た漑 で 2(冴H′〃F)、 開 断 粧 概 で ア(あ〃宇)と な る 。 こ

ねフに よ り、ネ1象 圃 場 の 作 上 層 を 約 Jθ伊,7と仮 定 す る と 、連 続 離 漑 で お よ そ びθO,r材、

|1丹断 稗 純 で お よ そ 」θ働,,"の 離 水 量 で そ の 除 塩 効 果 が あ る と推 測 で き る。
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